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あなたの望む未来のつながり
～ ワクワクの未来を探そう ～ Day２
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犬山市フューチャーセッション 2021～ ＞＞＞ 犬山を舞台に何かをやってみたいと集まったメンバーが、自由に
語り合い、対話から新たな価値を生み出す「創造的な語り場」です。「想像の未来」から「創造する未来」へとつなげて
いくSEASON５のテーマは『いきいき輝く犬山とあなた』です！

自己紹介&アイスブレイク
「今、一番興味・関心のあること」

セッション１

セッションの説明

●お茶をたてること ●陶芸家「星合信令さん」について ●発酵食品 ●保育園・子ども・光の切り絵 ●筋トレ
●出会いと別れ ●アート・モノづくり・キャンプ ●スタンプ収集・神社朱印収集 ●城下町で和のイベント
●年末年始の過ごし方 ●連続休肝日 ●三浦知良選手の今後の所属先 ●ストウブ鍋を使ったケトジェニック料理

実現に向けて考えてみたい「ワクワクの未来」を見つけようテーマ

グループに分かれた後、ひとりずつ、グループのメンバーへ自分にとっての「ワクワクの
未来」を話していきます。全員が話し終えたら、実現に向けて考えてみたい興味ある話題
を１つとして選び、グループから ❝推しテーマ❞として選出します。

◆ 世代・国・宗教・性別を超えた居場所
や発表の場づくり

◆ 犬山に暮らしながら地域を超えて仕事
ができる

◆ オンラインを活用した地域を超えたつ
ながり

A
グループ

今どんなことに興味を持つ参加者と集っているのか、
お互いを知り合いながらスタート。

2021年を締めくくる12月は、11月からの共通テーマ

「あなたの望む未来のつながり ～ワクワクの未来を探そ

う～」を、具体的に考えてみるセッションです。

前半では、前回のおさらいをしながら、改めて参加者の

「ワクワクの未来」を共有しました。そして後半は、そ

の中から実現に向けて考えてみたいテーマを選び、どん

なアイデアやつながりがあるといいのか等を具体的に考

えました。

実現したい未来を人と一緒に考えるなかで、今あるモノ

や取り組みがつながり出し、新しいアイデアが生まれる

きっかけを感じられた回となりました。当日は新規参加

３名を含む１１名が集いました。

B
グループ

◆ 生産者の顔が見える野菜を、気軽に
買えるまち

◆ 光の切り絵イベントを文化的に継続

◆ 市民文化会館の席を満席にするくら
いのゴスペルイベント◀推しはコレ!

▲推しはコレ!
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結果の共有

フリートーク

C
グループ

D
グループ

◆ 地域の歴史を住民自身が語れる
まちづくり

◆ 人と人のつながり

◆ 犬山ならではの店、観光地、名
産が増えること

◆ 薬草カフェ・まちでふらっと誰もが気軽に行
ける保健室

◆ 犬山の観光・文化財が映える年間の着物イベ
ント開催

◆ プレイパーク（子どもが遊べる場所）の造成

◆ 食で健康に、食を通じた多世代交流

セッション２

セッション２は、セッション１で選ばれた４つのテーマでルームを作りまし
た。参加者は深掘りしてみたいテーマを自由に選んでルームに入室し、
セッションを行いました。

各テーマが、実現に向かっていくには、どんなつながりや、場所やモノ、
知恵やアイデアがありそうか、セッション参加者同士で質問し合い、具体
的に考える時間となりました。

グループに分かれて、人と一緒に「ワクワクの未来」を考えてみることで、どんな
気づきや出会い（人や言葉・アイデアなど）があったか、テーマに選んだワクワク
の未来がどう変化したかを全体で共有しました。

＜本物の犬山を＞
本物の犬山を感じるものは人それぞれである。
そこで、本物の犬山をテーマに、写真や作品展
示などで表現する。インスタグラムで紹介され
るものだけでなく、犬山市民が思う犬山を観光
客に伝えたい。犬山城の堀や歴史の名残、通り
にくい路地の由来など、謎解きイベントやブラ
タモリのような映像で紹介をし、その映像は製
作段階からYouTubeで配信すると楽しそう。圓
明寺の樹齢300年のシダレザクラなど、もっと
知ってもらいたい場所の紹介が出来たらと思う。

＜着物にまつわるイベントを開催＞
着物からジェンダーフリー。和服は性別の壁が低いの
で、かみしもやお雛様の十二単などを男女関係なく着
て、城下町を練り歩くのは面白そう。大衆演劇や女形
など有名人を呼んでのイベントも。障がいがある人か
らも着物を着たいという意見を聞くので、車いすで着
物を着て練り歩くイベントも良いのでは。撮った写真
はSNS等で投票してもらい盛り上げるのもいい。これ
は全てSDGsにつながる。長くこのようなイベントが
続くことで犬山の新たな文化の創生ができるのではと
感じた。

＜地域を超えて活動したい＞
コロナ禍で、地域を超えてリアルにつながるこ
とはまだ難しいため、オンラインを上手く利用
すればつながることができる。現段階から地道
につながる活動や出会いを繰り返しておくこと
で、いずれリアルで会えるようになったときス
ムーズな活動ができると思う。今回のようにコ
ミュニケーションをとることで、新たなものが
生まれるきっかけが作れると感じた。

＜ライブ感のある光の切り絵＞
ライブ感を出すために、子どもの絵・ダンス・プロ作
品とコラボの意見が出た。子どもの絵やダンスを光の
切り絵の作品の中に入れてもらうことで、親も見たく
なる。また、ダンスを入れることで、光の切り絵へ更
に人が主体的に関わることになり、今までの光の切り
絵にはない躍動感ある作品が生まれるのではないかと
気づかされた。

セッション終了後のフリートークも、つながる機
会として、参加者やスタッフが感想を共有したり、
それぞれの活動の状況を伝え合う、交流の時間と
なりました。今年度は残すところあと2回となり
ます。皆さんの参加をお待ちしています。

興味のあるテーマを､実現に向けて具体的に考えてみよう

Aグループのテーマ

オンラインを活用した地域を超えたつながり
Ｂグループのテーマ

光の切り絵イベントを文化的に継続

Ｃグループのテーマ

犬山ならでは店、観光地、名産が増えること

Dグループのテーマ

犬山の観光・文化財が映える年間の着物イベント開催

想像もしないアイデア
との出会い

テーマ

どんなつながり方ができる？

◀推しはコレ!

◀推しはコレ!


